
 

評価の概要 

 

１．次期 国土地理院研究開発五箇年計画 策定方針（案） 

 

 

計画策定にあたっては、長期にわたる研究と短期的な研究、機関としての

研究と研究者の創意に基づく研究、基礎的･ルーチン的な研究と社会のニーズ

にあった応用的な研究等について検討する必要があるが、これらについて一

方に偏ることなくバランスよく策定されたい。 

 

２．平成 18 年度終了 特別研究課題 

 

① 東アジア・太平洋地域のプレート運動及びプレート内部変形の様式に関

する国際共同研究 

 

画期的な成果を挙げたと評価できる。今後とも持続的に、また発展的に継

続されたい。 

「国際共同研究」については、データ相互交換のみにとどまらず、共同観

測など、実質的な共同研究の体制を進められたい。日本だけでなく国際的な

研究の発展に役立つことから、アジアのリーダーシップをとる意気込みで進

められたい。 

 

② 航空レーザ測量を活用した地生態学的調査及び研究 

 －白神山地を例にして－ 

 

国土地理院の基本的なツールである地理空間情報取得のための新たな手法

を使い、その取得情報の処理･解析にあたり困難な技術開発を克服し、著しい

成果を挙げたことは評価できる。今後は、一層計測精度を上げることを検討

されたい。 

また、地形のみならず植生など他分野を含む地生態学的研究には、他研究

者との協調や意見交換が必要である。費用対効果の課題については、情報を

取得する目的を明確化することにより、効率化が期待できる。なお、今後社

会的必要性を重要視するとともに、基礎技術の開発及び研究者の研究意欲の

双方に配慮しつつ進めることが必要である。 


